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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
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新特養の今後の予定について　説明会
　昨年十月二十六日（土）の家族会・説明会で、

1 平成二十九年に浮間さくら荘を廃止。

2 現入所者の方は、旧北園小学校跡地（赤羽北三丁目）に新しく整備する特養に移転していただく。

3 移転先の新特養を運営する事業者は、平成二十六年二月に決定する。

の報告がありました。
　このたび、北区から、新しい特養を整備運営する事業者に現在浮間さくら荘を運営している東京都福祉事業協会を選定した旨の連絡がありました。

　つきましては、四月の家族会の際に、北区と東京都福祉事業協会からこの間の経過と今後の予定について説明会を行う予定ですので、皆さまに改めてご案内いたします。

★日時　平成二十六年四月二十六日（土）午後二時～

　　　　（家族会は午後一時三十分から）

★場所　浮間さくら荘　二階

★内容　北区及び東京都福祉事業協会からの報告、意見交換等
　なお先日、会場準備の都合から、出欠確認用ハガキを送付させて頂いております。返信をお願いいたします。
　是非、ご参加お願いいたします。

お知らせ
　今回、年度の変わり目ため、左記書類を同封しております。内容をご確認の上、サイン・捺印の上のご返信をお願いいたします。

①料金改定の「契約書別紙」「施設重要事項説明書」各二部

②平成二十五年度の預金報告（三月三十一日付）→精算確認書

③平成二十六年度の緊急連絡先

④（個別の期間により異なりますが）栄養ケアマネジメント、個別機能訓練計画、ケアプラン等

三月～四月の出来事
★（家族会主催）手打ち蕎麦の会（三月二十二日）
　「蕎麦の美味しさは、挽き立て、打ち立て、茹でたての三立てだったわよね。」と、毎年のこの行事を楽しみにされているベテラン利用者さん達の会話です。
　家族会のみなさんの発想で始まったこの行事は、たぶん平成十八年？とすると九年目になります。
　今回は厨房の委託会社「イフスコ」の職員お二人が、蕎麦を打って下さいました。

　「今年は北海道の蕎麦粉です、二八の割合で打ちます。粉アミで３回振るい、蕎麦鉢で水を三回に分け入れ水まわしをします。角だし後、のし棒でのします。『蕎麦打ちの修行は、のし三か月、包丁三日と言われます。』一・五ミリの角に切ります。」と説明をして下さいました。
　
ここで利用者さんや家族の方に切って頂きました。後で食べる物を触れないと遠慮される方が多く、家族会の会長さんや施設長に登場していただきました。

（トントンと良い音で切るには難しいようでした。）

「茹でるのは一分位です。蕎麦が切れないように優しく洗います。」との説明通り、さくら荘ではあまり出ないような長いお蕎麦がサービスされました。

　遠慮がちに食べ始める利用者の方々、「え？お代わりも頂けるの。久しぶり、美味しい！」との声が続々。

　「蕎麦がきもありますすよ。」「なつかしい、子供のころ良く食べた。」とアチコチから声が聞こえました。大盛況でした。

　来年も是非、お願いいたします。ご馳走様でした。

★お花見（四月二日、三日）

今年は「できるだけ大勢の方に桜を見て頂きたい。」とのコンセプトで計画をしました。
「お花見」の行事の難しさは、変わりやすい春の陽気ですが、今年はドンピシャリ！四月二日は風もなく、うららかな花見日和。予定通りに、浮間公園までの散歩組、ワゴン組に分かれてのお花見に出かけました。

午後は桜づくしのお饅頭とロールケーキのお茶会を楽しみました。バルーンアートの出し物もありました。
残念なことに、自立されている方の参加の少ない行事となりました。「集団での散歩ではなく、家族との散歩なら行きたい。」とのご希望なのかと思います。ご家族のご協力をお願いします。

入所のお知らせ　　　　　　　Ｋ ・ Ｋ　さん
Ｋさんは、九十歳。腰が痛いけれど独歩で歩かれます。「上野松坂屋の近くで生れ、育ったのよ。いろんなも

のを見てきました。こうやって元気なのも皆さんのお陰です！のんきに生きて来ました。」とニコニコ笑顔で話されながら、おしぼり巻きに参加して下さっています。
　これからも楽しい時間を、さくら荘で一緒に過ごして頂ければと思います。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
先月の家族会（定例会）から　（三月二十二日）

1 施設から（二、三月の出来事）

●みなさんのご協力のおかげで、現在までノロウイルスやインフルエンザの感染症が出ていません。（ありがとうございます。）この調子で早く春を迎えたいものです。
●「童謡クラブ」（毎週火曜日・午後一時三十分～二時）の終了について。
「童謡クラブ」は、利用者・Ｙさんの編集の歌集に合わせて、利用者・Ｍさんの奥様にハーモニカ演奏をして頂き、みんなで歌を歌って、楽しい時間を過ごさせて頂いてきました。

利用者・Ｍさんは、残念なことに昨年五月にお亡くなりになり、それを契機に奥さまも転居されることになりました。　　

面会を利用しての「童謡クラブ」のボランティア活動が困難との状況で、終了との運びになりました。長年のボランティア活動に、心からの感謝を申し上げます。これからもお元気で！
2 家族会から　
●私の母は。今年の三月で九十七才になります。動きが悪くなってきていると思います。現状維持で生活をしてもらいたいと思っています。

刺激をするという意味で「童謡クラブ」が無くなる事は非常に残念に思います。地域でハーモニカが好きで、ボランティア活動をしたいと言う方を知っています。声をかけてみたいと思います。（四月から「ナツメロクラブ（仮称）」開始）

●私の義母も、今年の三月で九十七才になります。面会時、表情の変化が少なくなってきています。一年、一年の変化ではなく、一日一日の変化になっていると思います。今年の「お花見」は是非一緒に散歩したいです。連絡して下さい。
★四月の家族会・定例会は、二階フロアで


四月二十六日（土）午後一時三十分～








